
現場で輝け！工業女子ガ　ー　ル
　現場の紅一点―。内田有華利さんは、中興
化成工業ＳＣ工場（長崎県松浦市）のエアバ
ッグ製造現場で働く入社２年目の女性社員
だ。「工業系の仕事には何の興味もありませ
んでした」と入社前の気持ちを正直に打ち明

ける。高校は普通科で学んだ。だが就職活動
で企業を訪問し、工場見学を重ねる中で今ま
で感じたことのなかったチャレンジ精神が芽
生えた。内田さんは製造業の現場で働く意義
をどこに見いだしているのだろうか。
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　エアバッグの空気漏れ防止
や耐熱性を強化するために、
シリコーン樹脂という素材で
コーティングする現場で働
く。コーティング装置を正確
に操作し「製品をミスなく作
れたときの満足感」を仕事の
やりがいにあげる。
　エアバッグは人の命を守る
大切な製品だ。自分の手で作
る製品が世の中でどのような
意味を持つのか考えた時、製
品と会社に誇りを感じるとい
う。
　男性ばかりの製造現場で働
く中で、ハンディを感じる時
もある。 ― もある
材料や機材を動かす力仕事の
時などは特にそうだ。内田さ
んは高校時代、なぎなたでイ
ンターハイに出場し、個人戦
５位の実績を持つ武道女子。
だがいくら高校時代に鍛錬を
重ねたとはいえ、細身の彼女
に男性並みの腕力があるはず
はない。「（重い物を動かす
ときに）周りに手伝ってもら

うのはつらい」と、悔しさを
にじませる。
　失敗も経験した。一瞬の油
断で、作動中のコーティング
装置から目を離してしまった
のだ。正しい作業がなされず
に、長さ のコーティング
装置で製造中の全てのエアバ
ッグを台無しにしてしまった
とか。だが、そんな苦い思い
出も「誰にも頼らず自分で何
でもこなせるように」と前向
きに受け止める。
　将来はほかの作業現場、事
務職なども経験してみたいと
笑顔で夢を語る。また同世代
の若者へは「普通高校、工業
高校、商業高校、どこの卒業
であろうとも恐れずに新しい
分野にチャレンジしてほし
い」と激励の言葉も。
　そんな内田さんの気分転換
の場所は仲間と行く居酒屋や
カラオケ。ヘルメットを取っ
て工場を出れば、普通の女の
子に戻るのだ。

内田有華利さん（）うちだゆかり
　中興化成工業ＳＣ工場勤務。自動車
用サイドカーテンエアバッグのコーテ
ィング工場で、シリコーン樹脂コーテ
ィング装置のオペレーターとしてエア
バッグの製造に携わる。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ９月２９日 木曜日 　　
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